
全教職員で協議する場の設定

全教職員で

総合的な学習の時間を軸に

探究を進めていく意識

来年度の
総合的な学習の時間の計画は
総合担当が考える

学年会で検討
全教職員で検討

以前



探究的な学びを中核としたカリキュラム開発

総合的な学習の時間を軸に
教科の中でも力を付けていく

①内容的に関わる

②資質能力(表現力)の育成
に関わる

一覧できるスプレッドシートの
入力

→教科横断的な視点



探究課題

１年 地域(熊野)に何ができるか？ 組曲を盛り上げるために何ができ
るか？ 町づくり、組曲

２年
どうつなげるか？どうつながる
か？

組曲をどうつなげるか？組曲とど
うつながるか？ 組曲、キャリア

３年 自分はどう生きるか？ 自分と組曲はどう生きる？ 防災減災、組曲、自己実現

★

教科

学年 １年 ２年 ３年 １年 ２年 ３年 １年 ２年 ３年 １年 ２年 ３年 １年 ２年 ３年 １年 ２年 ３年 １年 ２年 ３年 １年 ２年 ３年 １年 ２年 ３年

１学期・２学期
で行ったこと

②「月夜の浜辺」の単元にお
いて、詩から自分が感じたこと
を伝えられるように工夫しなが
ら朗読した。
②「竹取物語」の単元におい
て、「人類にとって「月」とは何
か」というテーマについて、ク
ラスメイトや教師と考えたことを
もとに自分で答えを文章に表
した。

②「短歌のリズムを表現しよう」
の単元において、短歌を創作
し表現を練り上げる中で表現
力を磨いた。
②「黄金の扇風機/サハラ砂
漠の茶会」の単元において、
同じテーマ(美)についての文
章を比較する中で、構成につ
いて自分の考えをもたせた。
また、作者の意見についての
意見文を書かせた。
➀「依頼状やお礼状を書こう」
の単元において、職場体験学
習後にお礼状の基本を押さえ
た。

②「多様な考えを想定しなが
ら、相手を説得できるように、
表現を工夫して分かりやすく
伝える」力の育成に関わって
…
・「俳句」「万葉・古今・新古
今」の単元において、まず、名
句・名歌の鑑賞を通して特徴
や技法を学んだ。そのうえで
学んだことをいかして俳句を
創作し、クラス内で作品投票
を行い結果をランキング形式
で発表した。作品制作や他者
の作品を鑑賞することで、多
様な表現について理解を深め
た。
・「絶滅の意味」の単元におい
て、接続語・接続詞に着目し
たり、主張を支える根拠に着
目したりすることで、説得力を
高めるための論の進め方を学
んだ。
・「幸福について」の単元にお
いて、本文を読んで議論の方
法を学んだうえで、班活動を
通して多様な考えに触れなが
ら自分の考えを深めた。

②・振り返りシートを活用し，
毎時間のめあてに対する答え
や単元を貫く問いに対する答
えを文章記述させている。
・「ヨーロッパ州」の単元にお
いてEUに加入することのメリッ
トとデメリットを学習し，「EUの
未来は拡大か，縮小か」につ
いて自分の考えを表現させ
た。
・「アジア州」の単元におい
て，アジア州の5つの地域の
経済成長の様子と課題を学習
し，「アジア州に〇〇工場を建
てるならどの地域か」という課
題について表現させた。

②・毎時間，めあての問いに
対する答えを文章記述させて
いる。
・ミライシードを使い，地図で
その気候や人口などの特色を
表現させた。
・パフォーマンス課題を設定
し，文章以外で表現できるよう
工夫した。
・表現力の向上を目指し，思
考ツールを活用して，思考を
広げ深めてきた。

②・基本的に毎時間めあての
問いに対する答えを文章記述
させている。
・「大正デモクラシー」の単元
で、班ごとに社会運動を１つ
取り上げ、その概要やデモク
ラシー度についてプレゼン
テーションを行わせた。
・「私たちの生活と文化」の単
元で、「私が１００年後まで残し
たい文化」というタイトルで、ス
ライドを作成させた。
・「効率と公正」の単元で、架
空の学校で起こっているトラブ
ルを解決する案を班ごとに考
え、スライドをつくって発表さ
せた。
・「人権と共生社会」の単元
で、平等権が侵害されている
事例について班ごとにプレゼ
ンテーションをつくって発表さ
せた。
・「選挙の課題と政治参加」の
単元で、班ごとに課題を割り
当て、課題の改善のための方
策について、プレゼンテーショ
ンを行わせた。
・「消費生活と市場経済」（単
元内自由進度学習）の単元に
おいて、問いに対して文章で
説明させたり、自分の考えをま
とめさせたりした。また、基本
的には個人の活動で、政府の
広報担当者として消費者保護
のためのパンフレットを作成し

アンケートの結果をどう読み取
るのかを考える。

途中の式や考え方等を記入さ
せ，解く過程を明確にさせた。

途中の式や考え方等を記入さ
せ，解く過程を明確にさせた。

身近な現象から、法則などを
実験を通して見つける。

身近な現象から、法則などを
実験を通して見つける。

科学的な探求のプロレスを重
視した授業展開の工夫

②話の組み立て方を考えさせ
た。
短いスピーチを読んで、構成
を確認させた後、根拠をもとに
短いスピーチを作って交流す
る活動を行った。

①自分の職場体験での経験
について、簡単なやりとりをし
た。
②「夢の旅行」を企画し、ALT
にプレゼンテーションを行っ
た。
相手がどんなことに興味をもっ
ているか、どのようにすれば良
さが伝わるかなど、相手を意
識し、内容や表現方法などを
考えさせた。

②ミニディベートと題して、
テーマに基づいて、理由やそ
の根拠を筋道立て述べる活動
を、帯活動の中や単元のまと
めとして行なった。

➁合唱練習では生徒同士で
課題を出し合い1時間の授業
を通して解決させることを意識
させた。教員はファシリテー
ターとしてアイディアや助言を
出すのみで声色が授業を通し
て変化したかどうかも生徒が
判断するようにした。

➁合唱練習では生徒同士で
課題を出し合い1時間の授業
を通して解決させることを意識
させた。教員はファシリテー
ターとしてアイディアや助言を
出すのみで声色が授業を通し
て変化したかどうかも生徒が
判断するようにした。

➁「世界の諸民族の音楽」で
はタブレットを使用した内容別
の調べ学習を行い、発表し合
うことで教員主導ではない授
業を行った。

②「色彩の基礎」において、ま
とめ作業のスライドやポスター
などを製作する上で必要な色
彩の知識・技能を学習した。
②「文字のデザイン」の制作に
おいて、絵文字を制作する過
程（作品の構想・作品制作の
手順を考え実行する・下書き・
彩色・修正）を通して、まとめ
作業に必要な段取りを学習し
た。

②「季節の和菓子」の制作に
おいて、和菓子を制作する過
程（作品の構想・作品制作の
手順を考え実行する・彩色・
成形）を通して、まとめ作業に
必要な段取りを学習した。
②「心のイメージ」の制作にお
いて、心のイメージを制作する
過程（作品の構想・作品制作
の手順を考え実行する・彩
色・表装）を通して、まとめ作
業に必要な段取りを学習し
た。

①防災減災学習のまとめとし
てポスターを制作する前に、
ポスターについての学習を
行った。（ポスターの定義・制
作方法・参考作品・色使い・文
字サイズ・制作のコツなど）
②「篆刻印面」の制作「篆刻持
ち手の制作」において、篆刻
を制作する過程（作品の構
想・作品制作をする手順を考
えて実行する・彫り・磨き）を通
して、まとめ作業に必要な段
取りを学習した。

②組曲の踊りと体育祭のダン
スではどちらも相手意識、見
せる意識をもち踊ることで表現
力の育成につながった。

①「自然災害」において1次災
害だけでなく2次災害の被害
も大きいこと、それに対する備
えなどを学習するため、防災
と繋がっている。
②組曲の踊りと体育祭のダン
スではどちらも相手意識、見
せる意識をもち踊ることで表現
力の育成につながった。

②組曲の踊りと体育祭のダン
スではどちらも相手意識、見
せる意識をもち踊ることで表現
力の育成につながった。

エネルギー変換，材料加工，
情報，生物育成，どの領域と
も関連がない。強いて言えば
ラジオ製作をしているのでラジ
オが災害時（停電）の充電機
器にはなる。家庭科で被服領
域があるので組曲の時の着付
け（？）はできるかも。ただし須
本先生は講師なのでその辺
の事前準備が難しいのでは。

エネルギー変換，材料加工，
情報，生物育成，どの領域と
も関連がない。強いて言えば
ラジオ製作をしているのでラジ
オが災害時（停電）の充電機
器にはなる。家庭科で被服領
域があるので組曲の時の着付
け（？）はできるかも。ただし須
本先生は講師なのでその辺
の事前準備が難しいのでは。

エネルギー変換，材料加工，
情報，生物育成，どの領域と
も関連がない。強いて言えば
ラジオ製作をしているのでラジ
オが災害時（停電）の充電機
器にはなる。家庭科で被服領
域があるので組曲の時の着付
け（？）はできるかも。ただし須
本先生は講師なのでその辺
の事前準備が難しいのでは。

３学期に
やってみよう
と思うこと

①「案内や報告の文章を書こ
う」という単元で、実際に自分
たちの活動を踏まえて案内文
や報告の文章を書かせる。
①「比較する・分類する」「話し
合いで理解を深めよう」という
単元で、お互いの意見を出し
合うだけでなく、意見のよさを
見つけたり、比較・分類したり
することで、自分たちの意見を
まとめさせる。
※テーマは「来年の熊野を盛
り上げ隊をどうするか？」各ク
ラスの取組を振り返り、来年の
１年につなげたいこと、２年生
になってやってみたいことをま
とめさせる。他のテーマは考
え中です…
②「少年の日の思い出」「視点
を変えて心情を描こう」という
単元で、物語を違う登場人物
の視点からリライトさせること
で、同じ場面でも違う表現が
できることに気づかせ、様々な
言葉と出会い、語彙力・表現
力を高めたい。

➀「相手の立場を踏まえ、考
えを深める」「考えを比べなが
ら聞こう」という単元で相手の
意見を聞く練習を行ったうえ
で、「質問する・反論する」「話
し合いで問題を検討しようーリ
ンクマップによる話し合い」と
いう単元において、学校が抱
える問題・組曲について話し
合う。時数に余裕があればプ
レゼンテーションに繋げること
も考えていますが現状厳しい
かも。
②「論証の説得力を見極め
る」「根拠を吟味して書こうー
地図の意見文」において、自
分の考えが伝わる文章を書く
力を身に付ける。根拠の適切
さについて吟味する。
②「想像を誘うように表現す
る」「いきいきと描き出そう」「走
れメロス」の単元において、創
作小説を書き、描写を工夫す
ることや読み手からの助言を
踏まえた改善を行うなどして
表現力を高める。

①「いつものように新聞が届い
た―メディアと東日本大震
災ー」という単元で、実際の災
害時の状況を理解するととも
に、災害時における情報の伝
わり方や価値を理解する。ま
た、災害時の記憶や経験を伝
え続けることの意義について
考えを深める。
②「合意形成を目指す話し合
い」という単元で、テーマを選
択して、話し合い活動を行う。
進行の仕方を工夫したり、お
互いの意見を生かしたりして
話し合い、合意形成を目指
す。

②・「武士の政権の成立」の単
元において，武士と貴族の政
治権力のバランスの推移につ
いて学習した内容を基に，棒
グラフを利用して自分の考え
を表現させた。
・「ユーラシアの動きと武士の
政治の展開」の単元におい
て，「鎌倉時代と比較して，室
町幕府はどのような時代とい
えるのか。」という問いを投げ
かけ，前の時代と比較して考
えを深めさせる。また，「中世
とはどのような時代か―中世と
は〇〇の時代である」に取り
組ませ，短い言葉で表現させ
ることで，表現力を高めていき
たい。

②継続的に行う。（毎時間，め
あての問いに対する答えを文
章記述，
・パフォーマンス課題を設定
し，文章以外で表現できるよう
工夫する，
・表現力の向上を目指し，思
考ツールを活用して，思考を
広げ深めていく）

②
・「生産と労働」の単元で、日
本の労働をめぐる課題につい
てのレポートを作成させた。
・「市場経済の仕組みと金融」
の単元で、需要曲線・供給曲
線を用いて、社会的事象を説
明させた。
・「経済の持続可能性と真の
豊かさ」の単元で、熊野町に
おいて豊かな社会を実現して
いくための方策について、レ
ポート形式で提案させた。

アンケート結果を示す方法に
よって相手の与える印象は変
わることを考える。

根拠を示して説明する。→証
明問題を重点的に取り組む。

根拠を示して説明する。 身近な現象から理科の見方・
考え方を養う。

身近な現象から理科の見方・
考え方を養う。

説明等に科学的説得力をもた
せる

②パラグラフライティングをさ
せる。
情報を整理して構成を考えさ
せたあと、聞き手および読み
手に伝わり易い表現をさせ
る。

②テーマをもとに、客観的な
事実や具体的な理由に基づ
いて、相手にわかりやすく自
分の考えを伝え合うような活
動を行う。（ミニディベート）

➁篠笛の授業で生徒同士教
え合わすような取り組みを行
いたい。

音楽を形作っている要素と関
連づけて文章や曲の感想が
書けるような取組を行いたい。

➁創作の授業で曲のモチー
フを出し合いながら共同的に
創作活動できるような環境を
作りたい。

②「模様」の制作において、模
様を制作する過程（作品の構
想・作品制作の手順を考え実
行する・下書き・彫り・修正）を
通して、まとめ作業に必要な
段取りを学習する。

②「明かりのデザイン」の制作
において、ランプシェードを制
作する過程（作品の構想・作
品制作の手順を考え実行す
る・切り抜き・彩色）を通して、
まとめ作業に必要な段取りを
学習する。

②「今を生きる私へ」の制作に
おいて、自分自身を表す制作
する過程（作品の構想・作品
制作をする手順を考えて実行
する・制作）を通して、まとめ作
業に必要な段取りを学習す
る。

②保健の授業で，めあてに対
する振り返りを自分の生活習
慣を振り返り，根拠をもって改
善したい事柄等を記述できる
ようにする。

②ゴール型の授業において、
課題を設定し、解決に向けて
グループで作戦を立てるなど
試行錯誤しながら活動する。

②ゴール型の授業において、
課題を設定し、解決に向けて
グループで作戦を立てるなど
試行錯誤しながら活動する。

同上 同上 同上

★
教科

学年 １年 ２年 ３年 １年 ２年 ３年 １年 ２年 ３年 １年 ２年 ３年 １年 ２年 ３年 １年 ２年 ３年 １年 ２年 ３年 １年 ２年 ３年
１年 ２年 ３年

来年度こんな
ことできると思

う

①「根拠を明確にして書こう」
「中心を明確にして話そう」を
合わせて何か提案する場面
に絡められたら…。
①「案内や報告の文章を書こ
う」を各クラスの進捗状況に合
わせて実施できれば総合を食
わずに進められる＋各クラス
の状況を共有しやすくなると
思います。

➀今年度は「新聞作成」で広
めたが、職場体験終了後に
「職場体験報告会」を実施す
る。
→報告会前に「説得力のある
提案をしようープレゼンテー
ション」において、プレゼン
テーションの仕方を学ぶ。
①「郷土のよさを伝えようー
「地域の魅力」の紹介文」にお
いて、「職場体験先の魅力を
紹介する」リーフレットを作成
する。そして完成したリーフ
レットを職場体験報告会に来
てくれた事業所の人にプレゼ
ントする。※ただし、体育祭の
練習との兼ね合いで授業時
間数の確保が難しいので期末
試験の範囲と調整しながらに
はなる。

①「編集して伝えようー新
聞ー」…今年度は総合的な学
習の時間で防災ポスターを作
成したが、国語の時間に防災
新聞を作成してもいいかもし
れない。ただ、３年生はそもそ
もの時数が少ないため、どこま
でを目指すのか予め綿密な
計画を立てないと厳しい。

①熊野町で出土した石器や
熊野町の史跡などを授業内で
取り扱い，地域の歴史的資源
に目を向けることができるよう
にする。
②単元を貫く課題が文章記述
が多くなっていたので，プレゼ
ンテーションやパンフレットの
作成等の様々な表現方法を
取り入れて，表現力を向上さ
せていきたい。

②について，下記できるとい
いなぁ。
（毎時間，めあての問いに対
する答えを文章記述，
・パフォーマンス課題を設定
し，文章以外で表現できるよう
工夫する，
・表現力の向上を目指し，思
考ツールを活用して，思考を
広げ深めていく）

②
・毎時間の振り返りを文章記
述させるなど、ルーティーンと
して組み込むと、継続して取り
組むことができ、生徒自身も
教員も表現する上での課題が
見えやすくなったり、成長を実
感したりしやすくなると考えま
す。
・表現活動やその交流を授業
時間内で行えるように時間を
捻出するのはなかなか難しい
ですが、単元内自由進度学
習だと、準備は大変でも、時
間の確保はしやすかったで
す。

課題設定および結果分析に
統計を活用する。

今年度を継続して、途中の式
や考え方を書かせ，根拠を示
させる。

今年度を継続して、途中の式
や考え方を書かせ，根拠を示
させる。

「比較する」「関係づける」など
の考え方を意識して取り入れ
る。

「比較する」「関係づける」など
の考え方を意識して取り入れ
る。

総合的な学習の時間に結果と
して絡んでくるが、意識的に
絡むには、総合的な学習の時
間が教科によってこないとい
けないような・・

Our Project 3（私が選んだ１
枚）
一年間を振り返り、総合的な
学習（熊野を盛り上げ隊）で体
験したことや思い出の出来事
等をもとに文の構成を考えた
り、根拠をもとに考えたことや
伝えたいことなどを表現させ
る。
英語科では外国人に紹介す
る場面の設定などができれ
ば、目的を持って活動が可能
だと考える。

ミニディベート（説得力のある
主張をしよう）
相手を説得できるように根拠
を明らかにしたり、わかりやす
く伝えさせる。
プレゼンテーション（夢の企
画）
相手に「行きたい」と思っても
らえるように、内容や理由を整
理し表現させる。
スピーチ（この1年間で得た
「宝もの」）
1年間を振り返って思い出に
残ってる行事や経験を通して
学んだことなどをわかりやすく
伝えさせる。また、スピーチを
聞いての感想やコメントなどを
やりとりする活動へとつなげ
る。

「民謡」の授業で熊野の民謡
と比較したり共通点を見つけ
たりして地域の音楽の良さを
再確認する授業を展開する。

組曲と関連付けて、拍の取り
方や速度用語「rit.」の仕方を
学習する。

組曲と関連付けて、拍の取り
方や速度用語「rit.」の仕方を
学習する。

上記と同じで，作品作りの過
程で情報収集や整理，まとめ
などを行うスキルを学習する。

上記と同じで，作品作りの過
程で情報収集や整理，まとめ
などを行うスキルを学習する。

上記と同じで，作品作りの過
程で情報収集や整理，まとめ
などを行うスキルを学習する。

体育祭や組曲等でイメージを
捉え、テーマに沿った踊りで
表現すること。

体育祭や組曲等でイメージを
捉え、テーマに沿った踊りで
表現すること。

同上 同上 同上

問い ルーブリック

目的に応じて筋道立てて考え，根拠を明確にし，自分の考えを分か
りやすく伝える。

異なる立場や考えを想定しながら，根拠を吟味し，自分の考えを分
かりやすく伝える。

R６熊野中学校の重点課題【表現力】とは
…多様な考えを想定しながら，相手を説得できるように，表現を工夫して分かりやすく伝える。

多様な考えを想定しながら，相手を説得できるように，表現を工夫して分か
りやすく伝える。

今年度の実施(総合的な学習の時間と絡めて１学期・２学期にこんなことやってみた＆３学期にこんなことやってみる)
※総合的な学習の時間と「絡める」とは、総合的な学習の時間に➀内容的に関わるという意味でもいいですし、総合的な学習の時間に②今年度の重点「表現力」の育成に関わるという意味でもOKです。

国語 社会 数学 理科

資質・能力検討シート

音楽

美術 保健体育 技術家庭科

美術 保健体育 技術家庭科国語 社会 数学 理科 英語

英語 音楽

来年度の提案(※来年度もう一度自分が同じ学年をもつとしたら総合的な学習の時間と絡めてこんなことができるのでは？と思うこと)


